
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

□ 日 時 平成２６年１０月１１日（土）１３：３０ 開会 

１０月１２日（日）１２：３０ 閉会 

□ 会 場 北海道枝幸町 枝幸町中央コミュニティセンター 
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文部科学省「全国生涯学習ネットワークフォーラム」関連事業 

第１８回全国融合フォーラムｉｎオホーツク枝幸２０１４（兼）枝幸町学社融合研修会 

開催要項 
 

１ 目 的  学校と地域が融合し、地域の特色を生かした学社融合事業の更なる進化・発展を図るため、
学校教育関係者と社会教育関係者が共に集い、学校・家庭・地域が融合した子どもの健全育成、
学校支援を通じた地域づくり・生涯学習に関する研修を行うものとする。 
また、異常気象や大津波・大地震などの大災害に対する意識の向上や啓発をはかり、安心安

全な地域づくりに向けた機会とする。 

２ 主 催 学校と地域の融合教育研究会（略称：融合研）・枝幸町教育委員会 

３ 主 管 全国融合フォーラムｉｎオホーツク枝幸実行委員会 

４ 後 援 枝幸町、枝幸町青少年育成ネットワーク、北海道教育委員会、北海道社会教育委員連絡協議会、
宗谷管内社会教育委員連絡協議会、北海道社会教育主事会協議会、宗谷管内社会教育主事会、
北海道教育大学、北海学園大学、北海道文教大学、北星学園大学、日本教育新聞社、社団法人
農山漁村文化協会、公益財団法人さわやか福祉財団、公益社団法人こども環境学会、日本市民
安全学会 

５ 日 時 平成２６年１０月１１日（土）１３：３０ 開会（１３：００～受付） 

～１２日（日）１２：３０ 閉会（予定） 

※融合研会員の方は閉会後、２６年度総会を開催します（約 1 時間）。 

６ 会 場 枝幸町中央コミュニティセンター（枝幸郡枝幸町本町９１６番地 枝幸町役場のとなり） 

７ 対 象 社会教育関係者、学校教育関係者、行政関係者、その他関心のある方（どなたでも参加可能） 

８ 日 程 

10/11 

13:00  13:30        14:10   14:20     16:20   16:30       17:45    18:00 

 受付 

歓迎セレモニー 

開会式 

オリエンテーション 

移動 分 科 会 
移動 

休憩 

パネル 

ディスカッション 
移動 

交流会 

（立食形式） 

 

10/12 

8:30   9:00     10:20   10:30      12:00 

受付 
小グループ 

意見交流 

移動 

休憩 
記念講演 

全体講評 

次期開催地あいさつ 

閉会・解散 

 

 

９ 内 容 全体テーマ『今、改めて問う。地域と学校の“かろやかな融合”とは？』 

【１日目】 

○歓迎セレモニー 枝幸高等学校音楽部「トーンチャイム演奏」 

○開 会 式 

○オリエンテーション 

○分 科 会 

 第１分科会 皆さんで支える子どもたち  

◇コーディネーター 融合研 副会長 油谷 雅次 氏（大阪府貝塚市・貝塚市社会教育委員） 

◇発 表 者   ・枝幸町学校支援地域本部 地域コーディネーター 宮内 智子 氏 

〃           〃     中村 亜弥 氏 

・枝幸町放課後子ども教室「遊ＹＯＵ広場」 代表 村山 純子 氏 

・融合研 大谷 裕美子 氏 

（大阪府河内長野市・河内長野市立美加の台中学校区学校支援地域本部コーディネーター） 

◇コメンテーター  文部科学省国立教育政策研究所生徒指導・進路指導研究センター 

研究員  立石 慎治 氏 

フォーラム閉会後、 

融合研総会を行います 

 

フォーラム閉会後、 

融合研総会を行います 
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 第２分科会 皆さんで支え育てる家庭  

◇コーディネーター 融合研 神奈川支部長 青木 信二 氏 

（神奈川県厚木市・森の里地区青健連会長・厚木市社会教育委員会議長） 

◇発 表 者   ・枝幸町放課後子ども教室「うたのぼり放課後ふらっとたまり場」 

代表 開地 かほる 氏 

・さっぽろ子育てネットワーク 代表 河野 和枝 氏 

・融合研 木村 泰子 氏（大阪市立南住吉大空小学校長） (大阪府 中辻 孝典 氏) 

◇コメンテーター   琉球大学 教育学部教授 井上 講四 氏 

 第３分科会 防災対策・安心して暮らせる地域づくり  

◇コーディネーター 融合研 副会長 野澤 令照 氏（宮城県仙台市・宮城教育大学） 

◇発 表 者   ・枝幸町立枝幸小学校 教頭  森 茂 氏 

・融合研 熊野 雅仁 氏（和歌山県田辺市教育委員会 生涯学習係長） 

〃  寺本 行雄 氏（和歌山県田辺市立明洋中学校 教諭） 

・融合研 熊坂 伸子 氏（岩手県普代村 前教育長）（岩手県 藤尾 智子 ） 

◇コメンテーター  融合研 会長 宮崎 稔 氏 

 第４分科会 地域のスポーツ活動と健康的なコミュニティづくり  

◇コーディネーター 融合研 伊藤 恵造 氏（秋田大学教育文化学部スポーツ・健康教育研究室） 

◇発 表 者    ・枝幸町教育委員会 参事 井上 諭一 氏 

・美深町教育委員会 主事 前田 研吾 氏 

・融合研 嶋村 清一 氏 

（千葉県習志野市・NPO 法人習志野ベイサイドスポーツクラブ理事長） 

◇コメンテーター  融合研 副会長 岸 裕司 氏 

（千葉県習志野市・秋津ｺﾐｭﾆﾃｨ顧問・文科省ｺﾐｭﾆﾃｨ･ｽｸｰﾙﾏｲｽﾀｰ） 

○パネルディスカッション 

テーマ『今、改めて問う。地域と学校の“かろやかな融合”とは？』 

◇コーディネーター 融合研 副会長 岸 裕司 氏 

（千葉県習志野市・秋津ｺﾐｭﾆﾃｨ顧問・文科省ｺﾐｭﾆﾃｨ･ｽｸｰﾙﾏｲｽﾀｰ） 

◇パネラー 各分科会コーディネーター（第１分科会～第４分科会） 

油谷 雅次 氏・青木 信二 氏・野澤 令照 氏・伊藤 恵造 氏 

【２日目】 

○小グループ意見交流  融合研 藤尾 智子 氏（北海道東北支部長・岩手県紫波町） 

融合研 菊地 剛史 氏（岩手県花巻市生涯学習課・社会教育主事） 

○記念講演  

演題「今こそ、学校・家庭・地域の絆を深めよう！」 

講師 文部科学省初等中等教育局 教科調査官・生徒指導調査官 

国立教育政策研究所    総括研究官・教育課程調査官  長田 徹  氏 

○全体講評 融合研 会長 宮崎 稔 氏 

○次期開催地あいさつ 

 

 

 

 

 

 

 

 

おさだ    とおる 



- 3 - 

 

１．事業風景 

□歓迎セレモニー 北海道枝幸高等学校音楽部「トーンチャイム演奏」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

□主催者あいさつ 

学校と地域の融合教育研究会 

会 長 宮崎 稔 氏 

 

 

 

 

 

 

 

□開催地あいさつ 

全国融合フォーラムｉｎオホーツク枝幸実行委員会 

副実行委員長 三上 信昭 氏 

 

 

 

 

 

 

 

□開催地歓迎あいさつ 

枝幸町教育委員会 

教育委員長 妻鳥 道明 氏 
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□分科会 

◇ 第１分科会「皆さんで支える子どもたち」 

コーディネーター 油谷 雅次 氏（大阪府貝塚市・貝塚市社会教育委員） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第 1 分科会では次の 3 つの事例発表がありました。 
１．宮内さん、中村さんからの報告は、地元の枝幸町学校支援地域本部 平成 20 年から地域コ

ーディネーターと学校担当コーディネーターが小学校の一室（ほっとするべや）を拠点に活
動を行っている学社融合の実践報告です。 

２．村山さんからの報告は、枝幸町放課後子ども教室「遊 YUO 広場」平成 16 年から小学校の生
活科を拠点に児童と地域の大人や未就学児が参加できる学社融合の実践報告です。 

３．融合研会員 大谷さんからは、大阪府河内長野市 市立美加の台中学校 学校支援地域本部
からの報告です。平成 20 年から始まった中学校区をエリアとして子どもの学びの場として、
地域の住民のふれあい・集いの場として「つながる美加の台」をスローガンに小中一貫推進
事業として学校・家庭・地域連携を深めている学社融合の実践報告です。 

 
これら３つの発表に共通していることは 

①  平成 20 年からその主体的な活動が始まって、ちょうど６年がたった活動であるということ
です。 

②   学校を拠点にして学校と地域がまさしく第１分科会のテーマ「みんなで子どもを支えてい
る」ということです。 

③  その活動を支えている中心メンバーが地域コーディネーターで学校と地域の様々な団体や
または一人の地域の人との間にたってそれらをつなぐ役割を担って活動していることでした。 

 
これ以外に、それぞれの関係する点を上げれば、 

その背景には「学校支援地域本部」や「放課後子ども教室」という文部科学省からの推進事業に
関わっていることで、それぞれ土地や場所が違って独自の活動を行っているが、やはり行政や国
の施策にそったことをきっちりと把握し、活用していることは大きなバックボーンとなっている
というか推進力になっています。違った言い方をすれば、自分たちの活動に、積極的に活用でき
るものは貪欲に利用し、アンテナを張って社会の動きを察知し、自分たちの活動や子どもをどう
かしたいという人たちの強い意思がそこには見られることでした。 
 
発表内容の特徴を個別に述べていくと 

第１番目の宮内さんたちの発表内容の特徴は、 
学校と地域の WIN&WIN の意味と学社融合が重要であるという視点を明確に地域コーディネータ
ーの皆さんが持っていることでした。それは地域で長年にわたりしっかりと学社融合の意識を持
って活動し続けていたキーマンの井上さんの存在があることも大きな一歩となったことにほかな
りません。現在までこのような学社融合の活動をしている中でも自からの課題も自覚しています。
それは子どもの保護者としての活動からスタートしたこの実践をこれから自らが保護者を卒業し
て行く過程で地域にいかに浸透させ、学校と地域が保護者という枠を離れてお互いの良好な関係
を築きあげていくかということにほかならないことです。いかに活動を継続的に運営し続けてい
くかというどこの団体でも持っている課題です。  
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◇ 第２分科会「皆さんで支え育てる家庭」 

コーディネーター 青木 信二 氏 （神奈川県厚木市・森の里地区青健連会長・厚木市社会教育委員会議長） 

 

今回はフォーラム開催前からの波乱の幕開けでした。 

開催日二日前に入った連絡で、事例発表者のひとり、 

大空小学校長 木村素子さんが学校の諸事情により 

出席できないことがわかりました。ただちに関係者と 

連絡しあい、また大阪支部中辻さんの支援申し出もあ 

り、融合フォーラムでは私の知り限り初めてのスカイ 

プによるＬＩＶＥ中継による事例発表と決まりました。 

これもまた、問題点やトラブルを課題と捉えて、前向 

きに動き出した融合研の関係者にはあらためて感謝し 

たいと思います。 

第２分科会は北海道から実践事例が二つ、全国の融 

合研会員から一人の発表でした。 

まずは、地元枝幸町歌登から開地かおるさんより 

「ちいさなマチで“ふらっと”１０年目」と題して、 

ふらっとたまり場、略して「ふらたま」の設立を通し 

ての 10 年間の思いや苦労話などを聞かせていただき 

ました。私も地域で活動しているものとして、エリア 

コミュニティの中で既存の組織を巻き込みながらの活 

動の課題など多くのことに継続の難しさと大切さに心 

打たれました。10 年もの継続は大きな力となって、 

開地さんの胸の中で育っていました。これは多くの方 

々の共感を与えたのではないでしょうか。このような 

地道な活動があって、まちづくりは成り立つものと確信していますし、このつながりが豊かで多

様な家庭教育への糧になるのではないかと共有できたと思います。 

 2 つ目の発表は、大都会札幌市で実践されている河野和枝さんより「さっぽろ子育てネットワ

ークの親育て」についての事例でした。カナダでの講演研修でヒントを得て、「子育ては一人で

はできない」という認識から、子育てに悩む母親たちを中心に子育て交流会を設立して、多くの

子育ての悩みに対峙し続け活動してきた活動です。親も学べねばならないという信念は、多くの

方々に広まり、「子育ては一人ではできない」と同時に「親育ちも一人ではできない」と地域の

みんなに共有した活動に発展していきました。テーマも持って活動し続けるコミュニティづくり

に新たな風を感じました。 

 3 つ目の発表は、ご存知大阪市立大空小学校からの発表でした。前述したとおり、木村先生は

急用にて欠席でしたが、ビデオレターとスカイプのＬＩＶＥ中継で見事に会場の皆さんを魅了し

ました。全職員、地域の方々、保護者合わせ、「皆でつくる学校」と銘打ったぶれない理念は多

くの児童や保護者の心をつかみ、「子どもも大人も学びあう学校」に成長していました。ちょう

ど数週間前にも大空小学校を題材にしたドキュメントがＮＨＫ教育テレビで放映された経緯もあ

り、会場の皆さんからは多くの質問が寄せられました。なぜ継続できるのか？校長が変わったら

どうなるのかなど本音の質問に木村校長から丁寧にお答えしていただきました。最後に「学校は

誰のためにあるのか」「教職員のための学校になっていないか」という自問自答には、関係者皆

さんの強い意志を感じました。まさにこれが「みんなの学校」ということでしょう。木村校長は、

学校が家庭教育に踏み込みことはないと断言していましたが、様々な学校活動通して各家庭・保

護者がつながっている様子をみると、「家庭教育の向上にこのようにするものよ！」という回答

をいただいたように私には思えました。 

 「みんなで支え育てる家庭」というテーマに対して、今回の分科会は 3 人の事例発表を通して、

手でつかむことができる確信みたいなものが私には見えました。保護者だけ、各家庭だけに閉じ

こもらず、多くの人と関わりつながりながら、多くのことを学び成長することが豊かな家庭教育

を育てる手法の一と思います。「つながりが創る豊かな家庭教育」そのものと実感しています。
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学校と地域と家庭で、融合研の理念である WIN WIN の関係をもって、地域ぐるみの活動をし続け

ることがとても大切ではと、今回の分科会であらためて痛感した次第です。  

 

【良かったこと】 

３人の事例発表はエリア型（地区内）コミュニティで拠点を持った活動事例、テーマ型（子

育て・親育ち）コミュニティでの活動事例、学校で発信し続ける事例発表と、各方面特徴ある

支え育てる家庭の実践事例としてよかったと思えます。第 2 分科会を構成していただいた本フ

ォーラム実行委員会に感謝です。 

① さらにビデオレターやＬＩＶＥ中継での事例発表は、発表者のご都合や移動時間、移動費用 

 を考えると一つの手法であることが実証されました。もちろん生の声を聴くことが一番です 

 が・・・簡単な機材で可能になった現在にはこれも手立てだと思っています。 

 

【反省すべきこと】 

現地までの移動時間の関係で、事例発表者皆さんも到着がぎりぎりで分科会発表者とは直前

の打ち合わせはほとんどできませんでした。コーディネーターとしては、掘り下げて聞く機会

もなく、ご迷惑をおかけしたのではと思っています。いい分科会にするためには、次回から少

なくとも 1 時間前集合を義務付けることが必要かと思いました。 

① 事例発表者の発表時間は○○分ですと伝えても、時間厳守はとても無理でした。私も逆の立  

場になれば同じですが・・・。途中で切ってしまう技量と勇気ある強引さもなく、会場皆さ 

んと協議する時間が短くなったことにコーディネーターとして反省しております。多少の強

引さがないとコーディネーターは務まりませんね。初歩的なミス、反省！ 

② 分科会会場にマイクが 1 本しかなく、少し困りました。最低 2 本は必要ですし、会場が狭い 

からと言っても音響設備は必要だと思います。 

 

でもコーディネーターは楽しかったです。今まで私は事例発表側の立場ばかりでしたが、コー

ディネーターとしての引立て役の面白さも少しわかったような気がします。多少むずむずします

が・・・さらに、私が現在関与している進行中の家庭教育関連事業に関しても大きな収穫と認識

を得ることが出来ました。本当にありがとうございました。 
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◇ 第３分科会「防災対策・安心して暮らせる地域づくり」 

コーディネーター 野澤 令照 氏（宮城県仙台市・宮城教育大学） 

東日本大震災から学んだことは、日頃の人と人とのつながりの大切さ、自然の非常さ現実の厳

しさ、子どもたちの持っている力を、改めて見せつけられたことだった。そしてすべての人に生

き方の問い直しを求めたことだった。 

 防災の根幹は、自分の命は自分で守ることであり、それを支えるのは、正しい判断と迷いのな

く行動できる力である。そのために、教育と訓練が必要不可欠なのだ。 

 人と人とのつながりの土台は互いの信頼関係である。命を守るために取り組む防災だがそれを

充実させていくことで、実は地域づくりにも大きく寄与することになる。 

 子どもたちを対象に行う防災教育でも、情報をもとにした正しい判断力、自ら行動する主体性

そして、互いを思いやり助け合う力が養われる。ができる力を身につけさせることが肝要である。 

 岩手の事例からは、小さい子どもたちや母親にとって、保育所が最後の砦となったことを学ん

だ。自分では行動できない幼少期の子どもたちだからこそ周りの大人たちの行動が重要になる。

月１回、必ず実施していた避難訓練が大いに役立ち、子どもたちが落ち着いていたことが救いに

なった。通信網の途絶、停電のために、暖房が使えず、給食もできなかった。その経験を生かし、

現在、保育所にも食料や水を備蓄するなど、防災対策の充実を図っている。 

 枝幸町の事例からは、被害がなかった地域における次への備えの姿勢をつたえていただき、大

いに参考になった。東日本大震災を防災教育を見直す良い機会になったと捉え、今後の取組に生

かそうとしている。子どもの時から防災意識を育て、大人になっても忘れない教育が必要である。

防災センターでの体験や避難訓練、さらには避難所体験など、様々な経験を積むことが、いざと

いう時に生きて働く力となるはずである。マニュアルを整備することも必要だが、それにとらわ

れない柔軟性が大切である。保護者への引き渡しは当然のこととして行ってきたが、それが危険

を伴う状況になったとき、どのような行動をするかが問われることである。大きな課題である。 

 和歌山県田辺市の事例からは、学社融合を推進してきた土壌のもとで取り組む防災教育の姿を

見せていただいた。全国一と言われる市域の広さがあり、山も川も海もすべてそろった町として、

積極的に防災教育に取り組んでいる。避難訓練も地域と恊働で行うことが当然であり、町として

の意識の高さを感じた。釜石の奇跡を学んだ子どもたちが、田辺の奇跡を起こそうと、進んで活

動している姿が印象的である。自分の命は自分で守る、そしてふるさとに誇りをもって、他に誇

れる地域づくりを進めているという報告があった。これからの発展、充実が楽しみである。 

 話し合いの中で、話題になったのが「釜石の奇跡」である。津波てんでんこと言われ、子ども

たちが自ら避難した話は、周知の通りである。しかし、日頃は、相手の人のことを思いやる、大

切にするという教育を受けている子どもたちが、周りの人のことを考えず、自分が助かろうと避

難した姿には、違和感があった。あまり報道されていない事実を知り謎が解けたのである。それ

は、子どもたちも逃げるけど、家族も、知人も、みなそれぞれに逃げるから、決して心配して助

けに戻らないという約束ができていたのである。その信頼感があったからこそ、できたことだっ

たという話に、すとんと腑に落ちた思いだった。 

 学校だけ、地域だけ、では、防災は効果がないのである。地域が、社会が、思いを共有して取

り組む防災を実現できてこそ、一人でも多く助かることができるのである。 

 被災者の方たちの共通した思い、「自分たちの経験が生きて、次の災害のときに少しでも被害

がすくなくなれば、そのときやっと心が軽くなる」という言葉を肝に銘じたい。 
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◇ 第４分科会「地域のスポーツ活動と健康的なコミュニティづくり」 

コーディネーター 伊藤 恵造 氏（秋田大学教育文化学部スポーツ・健康教育研究室） 

 

 枝幸では大変お世話になりました。枝幸フォーラムに 

参加しての感想を書かせていただきます。 

はじめに、分科会の進行についてです。率直にお詫び 

をしなければならないと思っています。進行の不手際か 

ら、予定していた参加者同士の意見交換の時間も確保で 

きず、関係の皆様にご迷惑をおかけしてしまいました。 

申し訳ございませんでした。地元・枝幸町の井上諭一さ 

ん、美深町の前田研吾さん、そして嶋村清一さんのご発 

表（実践）の内容と、岸裕司さんのコメントに救ってい 

ただく形となりました。ありがとうございました。 

分科会の内容は、非常に有意義なものであったと思い

ます。スポーツ関連の学会・研究会では抜け落ちている

議論が展開されていると感じたからです。スポーツ関係

者のみの集まりでは、「総合型地域スポーツクラブ」の

理念を大事にし過ぎて、この制度を「活用」（＝良い意

味での「悪用」？）して生きていこうとする人たちの姿

を議論の中心に据えることは少ないのです。「『健康』

というキーワードが使えるのは、スポーツの強みだ」と

いう、分科会の打ち合わせでの発言などは、まさにスポ

ーツ関係者が議論すべきことではないかと思いました。 

全体会（パネルディスカッション）では、パネラーを

務めさせていただきました。後半部での「テーマ型／エリア型」に関する議論は分科会の内容と

の関わりから言っても大変興味深かったです。スポーツ（種目）という“テーマ”は、よりよい

場所（施設）を求めて平気で“エリア”を超えていく人びとを生み出すと同時に、ある“エリア”

に存在する物理的な場所（施設）が必要不可欠な活動でもあります。“エリア”としてのコミュ

ニティがますます大事になってくる今後、こうした両面を併せ持つスポーツ（種目）をどう「活

用」（＝良い意味での「悪用」？）していくことができるかがポイントだと思いました。 

懇親会でも多くの収穫がありました。例えば、地元・枝幸町のような「小さな町」では、地域

の力関係がそのまま地域づくりにも反映されるということを教えていただきました。これまで都

市に暮らしてきた私にとっては、大変ショッキングなお話でしたが、一方で、そうした関係性は

都市の中にも潜在していて、何かの拍子にそれが表出するものなのだろうとも感じました。その

他、個人的には藤尾さんと宮本さんに今後の生き方に関する（叱咤）激励をいただいたことも心

に残りました。 

 最後に、『北海道開拓おかき 枝幸帆立味』（北菓楼）のみならず、いくらや帆立の塩辛、し

しゃもなど、枝幸にはその場でいただいてもお土産にしても、美味しいものがたくさんありまし

た。なかでも、わが家での大ヒット商品は、『炊き込みごはんの素』（海洋食品）です。食べ物、

ひと、そして実践。いずれもそれを味わった人を枝幸へと誘うものだと思います。この度は貴重

な機会をいただき、ありがとうございました。 
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□パネルディスカッション 

テーマ「今、改めて問う。地域と学校の“かろやかな融合”とは？」 

コーディネーター 融合研 副会長       岸  裕司 氏 

パネラー     第１分科会コーディネーター 油谷 雅次 氏 

第２分科会コーディネーター 青木 信二 氏 

第３分科会コーディネーター 野澤 令照 氏 

第４分科会コーディネーター 伊藤 恵造 氏 

 

 

 

 

 

 

 

 

コーディネーター 岸氏           パネラー（左から油谷氏、青木氏、野澤氏、伊藤氏） 

 

 

 

 

 

 

 

 

会場内の様子                会場からの発言 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

パネルディスカッションまとめ  

拡大 
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□交流会 

国際ソロプチミストオホーツク枝幸の会員の方々にご協力いただいて、枝幸の海の幸を中心

に「北海道産食材」にこだわり、秋味鍋や毛ガニ、ズワイガニ、ホタテや鮭のお刺身、ししゃ

も、ふかしたてのじゃがいもなどの料理や飲み物をご用意しました。 

会場には、ソロプチミストの方の計らいで船の舵のほか、ガラス玉や魚網などの漁具が並べら

れ、海の街の雰囲気を演出していただきました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

枝幸産の海の幸                カニを食べると口数が少なくなります 

 

 

 

 

 

 

 

 

枝幸産の鮭を使った秋味鍋は大好評！      恒例の競り市。枝幸産利尻昆布…大人気！ 

 

 

 

 

 

 

 

 

稚内市社会教育委員の皆さん          ご協力いただいたソロプチミストの皆さん  
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□小グループ意見交流 

「学校と地域のかろやかな融合 

～ワールドカフェｄｅほっぷ、すてっぷ、じゃんぷ！～」 

運営者 融合研 菊池 剛史 氏 藤尾 智子 氏 

 

 

 

 

 

 

 

 

運営者 菊池 氏              会場内の様子 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

活動の様子①                活動の様子② 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

交流内容のまとめ              交流内容の発表 
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□記念講演 

「今こそ、学校・家庭・地域の絆を深めよう！」 

講 師 文部科学省初等中等教育局 教科調査官・生徒指導調査官 

国立教育政策研究所    総括研究官・教育課程調査官  長田 徹  氏 

 

 

 

 

 

 

 

 

・２０１２年に実施されたＯＥＣＤ加盟国による国際習熟度調査（ＰＩＳＡ）の結果では、Ｏ

ＥＣＤ加盟の３４カ国のうちで日本は、数学的リテラシー、読解力、科学的リテラシーの項

目において世界でもトップクラスの得点を獲得している。 

・将来の目標と学習成績に関する研究において、低学年では夢や目標を持っている子どもは学

習成績が良く、学年が上がると、夢や目標の実現のための意識が高い子どもが学習成績が良

くなる傾向にあるという調査の結果がある。 

 このことを踏まえて、低学年では大きな夢を与えられ

るように、高学年以上では将来や進路に関する具体的

な知識・技能を習得できるような取り組みを行うこと

が必要である。教室内での学びが実社会に直結するよ

うな工夫が必要、ナナメの関係の大人との接点を持つ

ことが重要であり、そのためには地域との協働が不可

欠である。 

・東日本大震災発生後、地域が学校を支えるシステムが構築されている学校は、避難所の設営

が早かった。 

・「学校と社会は一体、学校教育と社会教育も然り」 
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□閉会式 

□全体講評 

学校と地域の融合教育研究会 

会長 宮崎  稔 氏 

 

 

 

 

 

 

 

□次期開催地代表挨拶 

琉球大学教育学部 

教授 井上 講四 氏 

 

 

 

 

 

 

□主催者あいさつ 

学校と地域の融合教育研究会 

副会長 野澤 令照 氏 
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２．第１８回全国融合フォーラム実行委員会 

氏  名 所  属 役  職 備  考 

1 開米  幸  枝幸町社会教育委員（副委員長） 実行委員長   

2 三上 信昭 枝幸町校長会 会長 副実行委員長   

3 井上 典子 
枝幸町学校支援地域本部 推進アドバイザー 

副実行委員長 
 特定非営利活動法人枝幸三笠山スポーツクラブ クラブマネジャー 

4 藤尾 俊郎 枝幸町社会教育委員     

5 徳保 喜幸 
枝幸町社会教育委員（委員長） 

    
枝幸町子ども会育成連絡協議会 会長 

6 開地 かほる 
枝幸町社会教育委員 

    
放課後子ども教室 うたのぼり放課後ふらっとたまり場 代表 

7 村山 純子 
枝幸町社会教育委員（副委員長） 

    
放課後子ども教室 遊ＹＯＵ広場 代表 

8 村井 恒弘 枝幸町 PTA 連合会 会長   
 

9 甲斐 敬章 枝幸高校父母と教師の会 会長   
 

10 村山  修 枝幸地区民生員児童委員 主任児童委員     

11 大峰 みつ子 枝幸地区民生員児童委員 主任児童委員     

12 升田 裕見子 
枝幸地域子育て支援センター 所長 

    
枝幸保育所 所長 

13 三谷 浩明 枝幸町スポーツ推進委員 委員長 監事   

14 柳  辰哉 教育委員会事務局 教育次長 監事   

     

≪事務局≫ 
    

氏  名 所  属 役  職 備  考 

1 井上 諭一 教育委員会事務局 参事 事務局長   

2 近藤 聡志 教育委員会事務局社会教育 G 主幹 事務局員   

3 遠藤 孝幸 教育委員会事務局学校教育Ｇ主幹 事務局員   

4 西浦 千景 教育委員会事務局社会教育Ｇ副主幹 事務局員   

5 齋藤  巧 教育委員会事務局社会教育 G 社会教育主事 事務局員   

6 祐川 はるか 教育委員会事務局社会教育 G 主事補 事務局員   
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３．実行委員会等の開催経過 

全５回の会議を開催し、内容の検討を行いました。 

会 議 開 催 日 協 議 事 項 等 

第１回 平成２６年２月１４日 協議事項 ・フォーラム名称について 

・実行委員会設置要綱について 

・役員選出 

・内容について 

そ の 他 ・融合研 宮崎会長、宮崎事務局次長来町 

・融合研と融合フォーラムについて（宮崎会長） 

・実行委員構成の見直しについて意見あり 

 

第２回 平成２６年３月１７日 協議事項 ・役員選出 

・開催要項（案）およびタイムテーブルについて 

・収支予算（案）について 

そ の 他 ・融合研 宮崎会長、佐々木事務局長来町 

・実行委員の増員（枝幸地区民生児童委員・主任児童 

委員２名、子育て支援センター所長） 

 

第３回 平成２６年４月１０日 協議事項 ・開催要項（案）の検討について 

・今後の推進スケジュールについて 

 

第４回 平成２６年７月１０日 協議事項 ・業務分担表（案）について 

・推進スケジュールについて 

 

第５回 平成２６年９月１６日 報告事項 ・参加申し込み状況について 

協議事項 ・業務分担表について 

 

その他 平成２６年１０月２日 協議事項 ・交流会協力団体（ソロプチミストオホーツク枝幸）との 

打ち合わせ 

出 席 者 ・開米実行委員長、徳保委員、大峰委員、村山(修)委員、 

ソロプチミストオホーツク枝幸（永澤会長、種田事務局 

長、天野さん）、教委（齋藤） 
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４．実行委員会等の意見・感想（ふりかえり） 

 

○ 当日参加できず泣きたい気持でいた。皆さんのお話を聞いたり、写真をみて、皆さんの力で

よいフォーラムになったなとうれしく思っている。実行委員長になってほしいと話があったと

きに、なぜ自分にそんな役割があたったのと悩んだこともあった。融合研と意向もあるので地

元の意向をどの程度まで出していいのか悩んだこともあった。 

実行委員の皆さんの力添えでここまで来ることができた。これを機会に青少年育成ネットワ

ークの方向性をどうしたらよいか悩んでいた。今回のフォーラムを通じて枝幸の力、地域の底

力を感じた。何かをすることで地域のきずなが深まっていくと感じた。 

地域の力はこれから必要となる。学校と融合といっても知己がしっかりしていなければなら

ない。これからも枝幸町のため子どもたちのために力をあわせて頑張っていきたい。 

 

○ 今年の２月からスタートして、どのようになるのかなと自分自身心配していた。 

事務局が奮闘され、実行委員長はじめ、私たち（副実行委員長）とも連携をとりながら情報

交換をして大会を迎えることができた。他の研究大会もそうだが、大会を実施した者が力をつ

けるんだなということを感じた。 

その理由として、１つには、皆さんの力合わせができる。さすがだなと思った。２つには、

実行委員の中で役割はそれぞれあるが、その行動力を感じた。どちらかというと融合研の主導

で動いていくのかなと思っていたが、様々な立場で関わっている人が集まったことで枝幸町と

しての声もあげてきた。 

なかでも M 実行委員の動きに注目していた。気づいて動く、人を動かす。そういった動き

が勉強になった。 

長田氏の講演は非常に素晴らしかった。参加しなかった教員に「聞いていない人、残念だっ

たね」と自慢している。何かの機会でまたお話を聞く機会があればいいなと思う。 

皆さん、ご苦労様でした。 

 

○ 融合研に育てられた。放課後子ども教室が何なのかわからずに活動していたが仙台で開催さ

れたフォーラムに参加し、融合研の方と出会った。大変でつらい思いをしながら内容を考えて

いるのに、融合研の方々は楽しそうに内容を考えていて、「なぜそんなに楽しそうにできる

の？」と感じて、（融合研副会長）岸さんからいただいた本を読み、これまで学んできたこと

が次の方につないで行ったり、放課後子ども教室もスタッフも皆さんがいなくなり、ピンチに

なったがそれをチャンスに変えて次の世代に広まり、今のスタッフも次につなげていけるよう

にしている。つながっていくことが本物だと思う。今後も協力していきたい。 

 

○ 社会教育委員として様々な分科会に出てきたが、今回の小グループ意見交流が一番良かった。

多すぎず少なすぎず会話が途絶えない。長田氏は肩書だけみると文科省職員だが、実践に基づ

いた中身の濃い話であった。枝幸で全国大会ができるとは思わなかった。（実行委員の）Ｉ夫

妻の尽力があってのことだと思いました。 

融合研会員の岩手県紫波町の F さん、お名前は存じ上げていたが、お会いする機会がなかっ

たが、今回お会いすることができた。これも枝幸で開催したことによると思います。 

 

○ 誰かがやるんだろうなと思いながら、さらっと行くんだろうと感じていた。 

実行委員長から実行委員への切実な思いを受け、せっかくやる大会なので実のある大会にした

いと思った。 

これからの地域に必要、足りなかったことを少しだけわかることができた貴重な経験をする

ことができた。皆さんの輪が広がって子どもたちがよい方向に成長していくように地域で支え

る一助になればよいと思います。 
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○ １日目のみの参加だったが、２日目がよかったという話を聞き、残念な思いでいる。 

青少年育成ネットワーク、枝幸の宝である地域の子どもたちを地域で育てなくてはならない

という意識がある。 

 そのような中で今回のフォーラムを枝幸で開催し、改めて町内でその機運を高めることがで

きた。すそ野を広げなくてはならないなと思い、実行委員に加えて進めた。 

社会教育は「人づくり」といわれるが、社会教育委員が人づくりを１人でできるかというと

そうではなく、自分のフィールドで自分が得た情報を何人かの人に広めることしかできないが、

このフォーラムで融合研の会員の方々の熱いお思いを感じてくれたと思う。 

今回集まったメンバーが町内の１人、２人に伝えるだけでも、すそ野が広がる。 

自分の胸にしまわず、それぞれのフィールドで周りの人に話していただければ枝幸の子育て

環境も変わってくると思う。 

 

○ 今後、社会教育主任児童委員は枝幸町内の子ども保護者すべてに関わっている立場。これか

らも関わらせていただくことがあると思う。良いことも悪いこともたくさんある。今後ともお

願いしたい。 

 

○ ５月（教育委員会事務局）に着任した。事務引き継ぎの中で全国大会があると知った。行政

職員として道北大会など様々な大会にかかわってきたが、全国と冠のつく大会は初めてで、す

ごいなと感じた。フォーラム開始前に元枝幸小校長と教育長室で、２人で話す機会があり、

（自分の苗字の）ルーツがどこなのかをじっくり話した。通常でいけばイベント後に反省会が

あるが、今回のフォーラムでは反省することがほとんどない良いフォーラムであったなと思う。   

学校教育と社会教育の融合という点で学校教育関係者が少ないが今後、一層融合を進めてい

くためのよいキックオフの機会となったと感じている。 

 

○ 全国の方々の意見やいろいろな方に触れて刺激にも経験にもになった、子どもたちのために

生かしていきたい。 

 

○ 全国大会という大きな場での発表にとても緊張したが、とても勉強になった。 

 

○ かつて社会教育を担当していたことがある。当時は学校教育と社会教育はあったが「学社融

合」というものは全くなく、別なものだった。３０数年ぶりに教育行政に戻ってくると「学社

融合」 があったが、わからなかった。なおかつ、今年の秋に学社融合の全国大会があると聞

き、長として出番が用意されるものと、しり込みしていた。 

学社融合に対する印象、フォーラムの実施の前後で違う。フォーラムの前は限定されたイメ

ージを持っていたが、２日間を通して、非常にすそ野が広がったことが大きな収穫であった。    

参加した方の満足とスタッフのやり遂げたという満足下な顔が非常に印象的だった。参加し

た方が、ただ単に学社融合のフォーラムに来ただけでなく、様々なことを感じてくれたと実感

している。非常に良い経験をさせていただいた。 

 

○ 「融合菌」に感染して１０年。よい菌に感染したなと感じている。１０年前の当時学校の教 

職員を交えて学校と地域がどうやって近づくかという研修会場面を設定していたが、そのたび

に学校からは「また融合研かい」という話をされたことがある。今思えば、間違いではなかっ

たと思う。融合研は理論と実践がよいバランスで行われている。理論なき実践は混乱を招き、

実践なき理論は不毛だと考えている。そのバランスが大切なんだなと感じている。融合研の

方々は、個性が強いところもあるがその分、何かあったあとは元気をもらったなという気にな

る。フォーラム開会式で宮崎会長が北海道でも枝幸町は融合教育が進んでいる地域だと言われ

たことを励みに今後も頑張っていきたい。 

 

○ 様々な地域の方々の話を聞くことができ、いろんな方との出会いがあった。勉強にもなった

し、楽しい２日間をお手伝いさせていただき感謝します。またこのような機会があればお手伝

いさせていただきたいと思います。 
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○ スポーツ推進委員として参加した。春に行われたスポーツ推進委員の会議の時からスポーツ

推進委員長より「秋は頼むぞ」と言われていた。交流会で宮城県の方と話す機会があり、異な

る地域の方と話をすることができてためになった。講演会でもニュースで見る以上のことを知

ることができ、考えさせられた。スポーツ推進委員として何かの機会があればお手伝いしたい。 

 

○ 今年の２月から準備を進めてきた。地域力を強く感じた。ソロプチミストやネットワーク、

それぞれの団体の力が際立ったフォーラムだったように感じる。それらを大事にしてこれから

の社会教育を発展させていくことが社会教育行政の使命だと感じている。 

 

○ 全国大会が枝幸で行われるということで、皆さんと同じ気持ちで貴重な経験だった。融合と

いう点で子どもの健全育成のためには地域の力家庭の力が大事だと感じている。今後とも引き

続きご協力をいただきたい。 

 

○ 融合研とのつながりは、前回教育委員会にいた時に放課後子ども教室、学校支援地域本部が

あった。今年５月に戻ってきた時に融合フォーラムを枝幸で開催すると聞いたときに驚いた。

「ここまでになったのか」という印象だった。学校支援地域本部、放課後子ども教室どちら

を見ても当時は、手助けが必要だったが自主的な活動がなされている。融合研の方々のノリ

がすごく、ああして人を巻き込んでいっているんだな。人を楽しませることにたけていて、

自分たちの思いに引き込んでいるんだなと感じた。学校と地域のきずなをもっと深めていけ

たらと思います。 

 

○５月に（教育委員会）に着任し、すでに融合フォーラムを行うことが決まっており、何なのか

わからないなかで進んでいた。全国大会が枝幸町で行われることはすごいなと感じた。融合研

の事務局長と話をした際に「私たちこんなとこまで来て、何してるんだろう？って思うでし

ょ。？」と聞かれた。採用２年目というところで非常に貴重な体験をさせていただいた。 
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文
化
展

へ
の
出
展
な
ど
、
さ
ま
さ
ま

な
内
容
を
行
っ
て
き
た
。

毎
月
の
活
動
内
容
は
、
幹

事
会
で
決
定
。
各
会
の
責
任

者
を
決
め
て
、
細
か
い
内
容

は
一
任
す
る
。
会
報
の
「
ふ

ら
た
ま
つ
う
し
ん
」
は
、
ス

タ
ッ
フ
が
交
代
で
発
行
す

る
。
会
報
の
配
布
な
ど
を
通
し

て
学
校
と
つ
な
が
り
、
共
に

活
動
す
る
団
体
と
も
交
流
会

を
行
う
な
ど
地
城
と
の
つ
な

が
り
も
深
い
。
ス
ノ
】
モ
ー

ピ
ル
な
ど
で
は
、
父
親
た
ち

の
出
番
も
つ
く
っ
た
。
学
童

保
育
と
も
連
絡
を
取
り
合

い
、
年
に
W
回
の
合
同
事
業

を
持
っ
て
い
る
。

子
ど
も
た
ち
は
も
ち
ろ

~
ス
タ
ッ
フ
か
ら
も
「
大
変

だ
け
ど
楽
し
い
」
と
い
う
声

が
聞
か
れ
、
一
緒
に
活
動
し

た
高
齢
者
か
ら
も
「
元
気
を

も
ら
い
ま
し
メ
こ
」
と
い
う
お

礼
の
言
葉
を
よ
く
受
け
る
。

こ
の
活
動
に
参
加
す
る
こ
と

が
、
自
然
と
家
庭
教
育
の
充

実
に
も
つ
な
が
っ
て
い
る
。

「
さ
っ
ぽ
ろ
子
育
て
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
」
は
平
成
7
年
に

発
足
。
署
は
、
子
育
て
体

験
磊
の
コ
】
デ
ィ
ネ
ー
ト

援
地
域
本
部
」
と
「
放
課

子
ど
も
教
妻
第
3
分
科

で
鑒
教
責
第
4
分
科

で
総
合
型
地
域
ス
ポ
ー
ツ

ラ
プ
の
内
容
を
繋
巳
た

こ
の
う
ち
、
校
内
の
一

を
拠
点
に
活
動
す
る
学
校

援
地
域
本
部
の
事
例
発
表

は
学
校
と
地
域
が
良
好

爆
で
さ
ま
ざ
ま
な
取
り

み
を
続
け
る
た
め
の
コ
ー
デ

イ
ネ
ー
タ
ー
の
役
割
を
燥

し
ナ

0

こ
の
廸
フ
ォ
ー
ラ
ム
で

は
、
四
つ
の
分
科
会
で
牙

れ
た
発
表
内
容
を
基
に
し
て

屈
域
と
学
校
の
=
。
か
ろ
や

か
な
融
倉
」
に
つ
い
て
考
え

る
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ヨ

ン
、
ワ
】
ル
ド
カ
フ
工
形

に
ょ
る
器
者
同
士
の
意
見

交
爽
文
科
省
教
科
鯛
吾
.

生
徒
指
導
調
査
寛
国
立

育
政
策
研
究
所
総
括
研
究

・
教
育
課
程
調
査
官
の
長

徹
氏
の
講
演
が
行
わ
れ
た
。

長
田
氏
は
講
演
で
仙

市
で
案
日
癸
災
の

験
か
ら
、
学
竺
地
域
が

段
か
ら
よ
り
良
い
関
係
を

い
て
い
る
こ
と
が
災
宙
時

ス
ム
ー
ズ
な
避
難
所
響

ど
に
つ
な
が
る
こ
と
を
強

し
ナ

や
子
ど
も
の
発
達
(
乳
幼
児

・
学
童
・
思
春
期
・
青
年
期
)

に
沿
っ
た
学
ぴ
の
の
提
供

な
ど
、
多
髪
活
動
を
行
っ

て
い
る
。
今
回
は
そ
の
中
か

ら
、
特
に
乳
幼
児
を
育
て
る

母
親
た
ち
が
悩
み
な
ど
を
語

り
合
い
、
課
題
を
解
決
し
て

い
く
、
子
育
て
壽
会
・
講

演
会
「
き
い
て
!
は
な
し

て
!
私
の
子
育
て
」
に
つ

い
て
紹
介
し
た
。

こ
の
活
動
は
↓
親
育
ち
」

を
目
的
と
す
る
子
育
て
テ
キ

ス
ト
を
使
っ
た
社
会
教
育
が

推
進
さ
れ
て
い
る
カ
ナ
ダ
の

事
例
を
基
に
、
子
育
て
中
の

母
親
同
士
が
日
頃
の
子
育
て
収
墾
な
ど
の
一
是
的
な
声

の
エ
ピ
ソ
ー
ド
や
思
い
、
悩
が
多
く
寄
せ
ら
れ
て
い
る
。

み
な
ど
を
語
り
合
う
中
で
さ
扇
業
に
器
し
た
母
親
た
ち

ま
ざ
ま
な
こ
と
を
学
ぴ
、
課
が
新
し
い
ス
タ
ッ
フ
と
な

題
解
決
に
つ
な
げ
る
こ
と
が
り
自
ら
の
経
験
を
基
に
企

狙
い
。
画
を
工
夫
す
る
姿
も
見
ら
れ

少
人
数
グ
ル
ー
プ
で
互
い
る
。
自
分
た
ち
が
学
ぶ
だ
け

の
話
を
闘
き
合
又
「
ピ
ア
で
な
く
、
子
育
て
鷺
動

カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
技
法
」
を
に
も
谿
す
る
社
会
教
育
の

用
い
て
実
施
し
て
い
る
。
世
好
循
環
が
生
ま
れ
た
。

話
人
は
少
し
先
輩
の
母
親
ま
た
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

調
整
役
を
伺
じ
擾
に
あ
る
に
ょ
る
中
継
で
、
大
阪
叟

母
親
が
務
め
、
全
員
が
話
し
大
空
小
学
校
の
木
村
泰
子
校

合
い
に
参
加
し
、
心
欝
を
長
が
、
地
城
と
連
携
し
斈

話
や
す
い
環
境
を
つ
く
る
。
ど
も
た
ち
の
た
め
の
学
校
づ

参
加
者
か
ら
は
、
「
語
り
く
り
に
つ
い
て
発
表
。
そ
れ

合
う
仲
間
が
で
き
た
こ
と
が
が
、
謬
教
育
支
援
に
つ
な

が
る
こ
と
が
示
さ
れ
た
。

学
校
・
地
連
携

将

定
着
す
る
枝
幸
町

か
の
て
属
御
今
回
会
場
と
な
っ
た
の

ね
即
は
北
1
の
枝
幸
町
。

を
枝
漁
業
や
酪
農
林
業
が
盛
ん

会
ク
な
こ
の
町
で
は
、
「
放
課
後

、
一
子
ど
も
教
審
や
「
学
校
支

の
ホ
援
地
域
本
部
」
「
総
合
瑞

伺
.
m
 
域
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
プ
」
の
活

、
厶

動
が
定
着
し
、
学
校
と
地
域

竺
の
連
携
が
進
ん
で
い
る
。

幸
オ
フ
ォ
ー
ラ
ム
で
は
、
第
2

瀞
分
科
会
の
「
う
た
の
ぽ
り

膝

"
ふ
ら
っ
と
"
た
ま
り
場
」

ゴ
に
加
え
、
第
1
分
科
会
で
町

立
枝
示
学
校
の
「
学
校
支




